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●本章は倉庫などの非住宅を想定しております。

●防耐火構造の大臣認定が必要な場合は､胴縁間隔や躯体サイズなど

大臣認定の別添に従い、施工してください。

注　　意

７　センターサイディング標準施工法

＜納まり図　鉄骨造　直張り編＞

納まり図　鉄骨下地　ＮＳ型　横張り  ７－　１

  ７－　２

  ７－　３

  ７－　４

納まり図　鉄骨下地　ＮＳ型　縦張り

納まり図　鉄骨下地　Ｍ型　横張り

納まり図　鉄骨下地　Ｍ型　縦張り

  ７－　５

  ７－　６

納まり図　鉄骨下地　ＦＮ型　横張り

納まり図　鉄骨下地　ＦＮ型　縦張り
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鉄骨造直張り

下　地 鉄骨胴縁

縦胴縁
＠610㎜以下

留付方法 張り方向

ビス 横

Ｎ見切コーナー

専用シーリング

50程度 Ｎ端部カバー

Ｎ見切縁１８

Ｎ見切縁１８

出隅部 左右接合部 入隅部

　ＮＳ型

ＮＳ型

Ｎ端部カバー

防水紙

両面防水テープ

専用ビス（JK1140）

1
0

ＮＳ型

Ｎ見切縁１８

シーリング

サッシ

両面防水テープ

専用ビス（JK1140）

防水紙

ＮＳ型

Ｎ見切縁１８

防水紙

両面防水テープ

サッシ

専用ビス（JK1140）

シーリング

防水紙

ＮＳ型

Ｓ出隅鋼板受け１８
Ｓ出隅カバー

専用ビス（JK1140）

捨てシーリング

防水紙

捨てシーリング

ＮＳ目地カバー

目地鋼板受け

ＮＳ型

専用ビス（JK1140）

3程度

防水紙

ＮＳ型 入隅５０

Ｎ見切縁１８ 専用ビス
（JK1140）

ＮＳ型
防水紙

オーバー
ハング水切

専用ビス（JK1140）

1
0

Ｎ端部カバー

防水紙

通気見切縁２１

ＮＳ型

ＮＳ型

防水紙

防水紙

ヨコ用スターター

ＮＳ型

軒天材

上下接合部

土台部

開口部まわり
一般地域仕様

専用ビス（JK1750）

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

1
0
～
1
5

水切３４

ＣＳバッカー材
（※１）

ＣＳバッカー材

ＣＳバッカー材

ＮＳ型段付バッカー材

※１　ＮＳ型段付バッカー材、ＣＳバッカー材はＮＳ型の凹凸による隙間が外観に影響する場合など必要に応じて使用します。

※２　吹き上げなどによる雨水の浸入を防ぐため、止水処理が確実に行われていることを確認してください。

ＮＳ型段付バッカー材（※１）

ＮＳ型段付
バッカー材（※１）

（※２）

シーリング開口両端部

専用シーリング

バッカー材

バッカー材
専用シーリング

バッカー材

シーリング

シーリング

専用ビス（JK1750）

専用ビス（JK1140）

専用ビス（JK1140）

捨てシーリング

鉄骨造直張り

下　地 鉄骨胴縁

横胴縁
＠610㎜以下

留付方法 張り方向

ビス 縦

Ｎ見切コーナー

専用シーリング

50程度 Ｎ端部カバー

Ｎ見切縁１８

Ｎ見切縁１８

出隅部 左右接合部 入隅部

上下接合部

　ＮＳ型

防水紙

ＮＳ型

専用ビス（JK1140）

Ｎ端部カバー

専用シーリング開口両端部

両面防水テープ

Ｓ出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８

ＮＳ型

防水紙

専用ビス
（JK1750）

捨てシーリング

防水紙ＮＳ型

専用ビス（JK1140）

両面防水テープ
バッカー材

防水紙

ＮＳ型

Ｎ見切縁１８

サッシ

両面防水テープ

シーリング

バッカー材
専用シーリング

防水紙
ＮＳ型

Ｎ端部カバー
（※１・３）

専用ビス
（JK1140）

オーバー
ハング水切

1
0

通気見切縁２１

専用ビス（JK1140）

ＮＳ型

1
0
～

1
5

防水紙
ＮＳ型

タテ用スターターまたはＮ端部カバー

専用ビス（JK1140）

中間水切１８

防水紙

ＮＳ型
専用ビス
（JK1140）

1
0

軒天材

Ｎ見切縁１８

専用ビス（JK1750）

捨てシーリング

入隅５０

ＮＳ型

防水紙

専用ビス
（JK1750）

専用ビス（JK1750）

開口部まわり

一般地域仕様

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

　※３ Ｎ端部カバーの代わりに芯材を１０㎜程度取り除いても施工できます。

　　　　また、降雪量の多い地域の土台部は鋼板製の部材を用いず、

　　　　本体の芯材を取り除くかアルミ端部カバーを使用してください。

　　　　上下接合部にアルミ端部カバー（積雪地域）を使用すると防耐火構造認定
　　　　の対象外となります。

ＮＳ型段付バッカー材

ＮＳ型段付バッカー材 ＮＳ型段付
バッカー材（※１・３）

ＮＳ型段付バッカー材（※１）

ＮＳ型段付バッカー材（※１）

ＣＳバッカー材

ＣＳバッカー材（※１）

ＣＳバッカー材（※１）

※１　ＮＳ型段付バッカー材、ＣＳバッカー材はＮＳ型の凹凸による隙間が外観に影響する場合など必要に応じて使用します。

※２　吹き上げなどによる雨水の浸入を防ぐため、止水処理が確実に行われていることを確認してください。

サッシ

シーリング

バッカー材

専用シーリング

Ｎ見切縁１８

シーリング

シーリング

土台部

タテ用スターターまたは

Ｎ端部カバー（※３）

1
0
～

1
5

専用ビス（JK1140）

水切３４

防水紙
ＮＳ型

ＮＳ型段付バッカー材（※１）

（※２）
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鉄骨造直張り

下　地 鉄骨胴縁

縦胴縁
＠610㎜以下

留付方法 張り方向

ビス 横

Ｎ見切コーナー

専用シーリング

50程度 Ｎ端部カバー

Ｎ見切縁１８

Ｎ見切縁１８

出隅部 左右接合部 入隅部

　ＮＳ型

ＮＳ型

Ｎ端部カバー

防水紙

両面防水テープ

専用ビス（JK1140）

1
0

ＮＳ型

Ｎ見切縁１８

シーリング

サッシ

両面防水テープ

専用ビス（JK1140）

防水紙

ＮＳ型

Ｎ見切縁１８

防水紙

両面防水テープ

サッシ

専用ビス（JK1140）

シーリング

防水紙

ＮＳ型

Ｓ出隅鋼板受け１８
Ｓ出隅カバー

専用ビス（JK1140）

捨てシーリング

防水紙

捨てシーリング

ＮＳ目地カバー

目地鋼板受け

ＮＳ型

専用ビス（JK1140）

3程度

防水紙

ＮＳ型 入隅５０

Ｎ見切縁１８ 専用ビス
（JK1140）

ＮＳ型
防水紙

オーバー
ハング水切

専用ビス（JK1140）

1
0

Ｎ端部カバー

防水紙

通気見切縁２１

ＮＳ型

ＮＳ型

防水紙

防水紙

ヨコ用スターター

ＮＳ型

軒天材

上下接合部

土台部

開口部まわり
一般地域仕様

専用ビス（JK1750）

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

1
0
～
1
5

水切３４

ＣＳバッカー材
（※１）

ＣＳバッカー材

ＣＳバッカー材

ＮＳ型段付バッカー材

※１　ＮＳ型段付バッカー材、ＣＳバッカー材はＮＳ型の凹凸による隙間が外観に影響する場合など必要に応じて使用します。

※２　吹き上げなどによる雨水の浸入を防ぐため、止水処理が確実に行われていることを確認してください。

ＮＳ型段付バッカー材（※１）

ＮＳ型段付
バッカー材（※１）

（※２）

シーリング開口両端部

専用シーリング

バッカー材

バッカー材
専用シーリング

バッカー材

シーリング

シーリング

専用ビス（JK1750）

専用ビス（JK1140）

専用ビス（JK1140）

捨てシーリング

鉄骨造直張り

下　地 鉄骨胴縁

横胴縁
＠610㎜以下

留付方法 張り方向

ビス 縦

Ｎ見切コーナー

専用シーリング

50程度 Ｎ端部カバー

Ｎ見切縁１８

Ｎ見切縁１８

出隅部 左右接合部 入隅部

上下接合部

　ＮＳ型

防水紙

ＮＳ型

専用ビス（JK1140）

Ｎ端部カバー

専用シーリング開口両端部

両面防水テープ

Ｓ出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８

ＮＳ型

防水紙

専用ビス
（JK1750）

捨てシーリング

防水紙ＮＳ型

専用ビス（JK1140）

両面防水テープ
バッカー材

防水紙

ＮＳ型

Ｎ見切縁１８

サッシ

両面防水テープ

シーリング

バッカー材
専用シーリング

防水紙
ＮＳ型

Ｎ端部カバー
（※１・３）

専用ビス
（JK1140）

オーバー
ハング水切

1
0

通気見切縁２１

専用ビス（JK1140）

ＮＳ型

1
0
～

1
5

防水紙
ＮＳ型

タテ用スターターまたはＮ端部カバー

専用ビス（JK1140）

中間水切１８

防水紙

ＮＳ型
専用ビス
（JK1140）

1
0

軒天材

Ｎ見切縁１８

専用ビス（JK1750）

捨てシーリング

入隅５０

ＮＳ型

防水紙

専用ビス
（JK1750）

専用ビス（JK1750）

開口部まわり

一般地域仕様

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

　※３ Ｎ端部カバーの代わりに芯材を１０㎜程度取り除いても施工できます。

　　　　また、降雪量の多い地域の土台部は鋼板製の部材を用いず、

　　　　本体の芯材を取り除くかアルミ端部カバーを使用してください。

　　　　上下接合部にアルミ端部カバー（積雪地域）を使用すると防耐火構造認定
　　　　の対象外となります。

ＮＳ型段付バッカー材

ＮＳ型段付バッカー材 ＮＳ型段付
バッカー材（※１・３）

ＮＳ型段付バッカー材（※１）

ＮＳ型段付バッカー材（※１）

ＣＳバッカー材

ＣＳバッカー材（※１）

ＣＳバッカー材（※１）

※１　ＮＳ型段付バッカー材、ＣＳバッカー材はＮＳ型の凹凸による隙間が外観に影響する場合など必要に応じて使用します。

※２　吹き上げなどによる雨水の浸入を防ぐため、止水処理が確実に行われていることを確認してください。

サッシ

シーリング

バッカー材

専用シーリング

Ｎ見切縁１８

シーリング

シーリング

土台部

タテ用スターターまたは

Ｎ端部カバー（※３）

1
0
～

1
5

専用ビス（JK1140）

水切３４

防水紙
ＮＳ型

ＮＳ型段付バッカー材（※１）

（※２）
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鉄骨造直張り

下　地 鉄骨胴縁

縦胴縁
＠610㎜以下

留付方法 張り方向

ビス 横

Ｎ見切コーナー

専用シーリング

50程度
Ｎ廻り縁カバー１８

Ｎ廻り縁カバー１８

Ｎ廻り縁カバー１８

出隅部 左右接合部 入隅部

　Ｍ型

防水紙

Ｍ型

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

専用ビス（JK1140）

捨てシーリング

防水紙

捨てシーリング

Ｓ目地カバー

Ｓ目地鋼板受け

Ｍ型

専用ビス（JK1140）

3程度

防水紙

Ｍ型 入隅５０

Ｎ見切縁１８

専用ビス
(JK1140)

上下接合部

土台部

開口部まわり
一般地域仕様

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

※　吹き上げなどによる雨水の浸入を防ぐため、止水処理が確実に行われていることを確認してください。
（注）柄の特性上、開口部周囲には必ず廻り縁カバーで施工します。

シーリング

専用シーリング（開口両端部）

水抜き穴加工

（φ6㎜×300㎜間隔）

シーリング

廻り縁カバー両端部

Ｎ廻り縁カバー１８

シーリング

防水紙Ｍ型

片面防水テープ
止水材（現場調達品）

Ｓ廻り縁鋼板受け

サッシ

防水紙Ｍ型

シーリング

両面防水テープ

Ｓ廻り縁鋼板受け

Ｎ廻り縁カバー１８

専用シーリング・バッカー材

防水紙

Ｍ型

サッシ

両面防水テープ

Ｓ廻り縁鋼板受け

シーリング
Ｎ廻り縁カバー１８

専用シーリング・バッカー材

捨てシーリング

1
0

Ｍ型

オーバー

ハング水切

鉄骨下地

Ｍ型

Ｍ型

（※）

防水紙
Ｍ型

1
0
～

1
5

専用ビス

ヨコ用スターター

鉄骨下地

水切３４

鉄骨下地

防水紙
専用ビス

専用ビス

Ｎ見切縁１８

鉄骨下地

Ｎ端部カバー

防水紙

専用ビス

専用ビス

防水紙

廻り縁カバーの
施工手順は69～74
ページ参照

捨てシーリング

鉄骨造直張り

下　地 鉄骨胴縁

横胴縁
＠610㎜以下

留付方法 張り方向

ビス 縦

Ｎ見切コーナー

専用シーリング

50程度
Ｎ廻り縁カバー１８

Ｎ廻り縁カバー１８

Ｎ廻り縁カバー１８

出隅部 左右接合部 入隅部

上下接合部

土台部

　Ｍ型

タテ用スターターまたは

Ｎ端部カバー（※２）

1
0
～

1
5

専用ビス（JK1140）

水切３４

防水紙

Ｓ出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｍ型

防水紙

専用ビス
（JK1750）

捨てシーリング

防水紙
Ｍ型

Ｎ端部カバー
（※２）

専用ビス
（JK1140）

オーバー
ハング水切

1
0

通気見切縁２１

専用ビス（JK1140）

Ｍ型

1
0
～

1
5

防水紙Ｍ型

タテ用スターターまたは
Ｎ端部カバー

専用ビス（JK1140）

中間水切１８

軒天材

Ｎ見切縁１８

専用ビス（JK1750）

捨てシーリング

入隅５０

Ｍ型

防水紙

専用ビス
（JK1750）

開口部まわり

一般地域仕様

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

　※２　Ｎ端部カバーの代わりに芯材を１０㎜程度取り除いても施工できます。

　　 　　また、降雪量の多い地域の土台部は鋼板製の部材を用いず、

　　 　　本体の芯材を取り除くかアルミ端部カバーを使用してください。
　　　　 上下接合部にアルミ端部カバー（積雪地域）を使用すると防耐火構造認定
　　　　 の対象外となります。

Ｍ型

（※１）

※１　吹き上げなどによる雨水の浸入を防ぐため、止水処理が確実に行われていることを確認してください。
（注）柄の特性上、開口部周囲には必ず廻り縁カバーで施工します。

シーリング

専用シーリング（開口両端部）

水抜き穴加工

（φ6㎜×300㎜間隔）

シーリング

廻り縁カバー両端部

Ｎ廻り縁カバー１８

シーリング

防水紙
Ｍ型

片面防水テープ
止水材（現場調達品）

Ｓ廻り縁鋼板受け

サッシ

防水紙Ｍ型

シーリング

両面防水テープ

Ｓ廻り縁鋼板受け

Ｎ廻り縁カバー１８

専用シーリング・バッカー材

防水紙

Ｍ型

サッシ

Ｓ廻り縁鋼板受け

シーリングＮ廻り縁カバー１８

専用シーリング・バッカー材

捨てシーリング

Ｍ型
専用ビス
（JK1140）

防水紙

廻り縁カバーの
施工手順は69～74
ページ参照

両面防水テープ
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鉄骨造直張り

下　地 鉄骨胴縁

縦胴縁
＠610㎜以下

留付方法 張り方向

ビス 横

Ｎ見切コーナー

専用シーリング

50程度
Ｎ廻り縁カバー１８

Ｎ廻り縁カバー１８

Ｎ廻り縁カバー１８

出隅部 左右接合部 入隅部

　Ｍ型

防水紙

Ｍ型

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

専用ビス（JK1140）

捨てシーリング

防水紙

捨てシーリング

Ｓ目地カバー

Ｓ目地鋼板受け

Ｍ型

専用ビス（JK1140）

3程度

防水紙

Ｍ型 入隅５０

Ｎ見切縁１８

専用ビス
(JK1140)

上下接合部

土台部

開口部まわり
一般地域仕様

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

※　吹き上げなどによる雨水の浸入を防ぐため、止水処理が確実に行われていることを確認してください。
（注）柄の特性上、開口部周囲には必ず廻り縁カバーで施工します。

シーリング

専用シーリング（開口両端部）

水抜き穴加工

（φ6㎜×300㎜間隔）

シーリング

廻り縁カバー両端部

Ｎ廻り縁カバー１８

シーリング

防水紙Ｍ型

片面防水テープ
止水材（現場調達品）

Ｓ廻り縁鋼板受け

サッシ

防水紙Ｍ型

シーリング

両面防水テープ

Ｓ廻り縁鋼板受け

Ｎ廻り縁カバー１８

専用シーリング・バッカー材

防水紙

Ｍ型

サッシ

両面防水テープ

Ｓ廻り縁鋼板受け

シーリング
Ｎ廻り縁カバー１８

専用シーリング・バッカー材

捨てシーリング

1
0

Ｍ型

オーバー

ハング水切

鉄骨下地

Ｍ型

Ｍ型

（※）

防水紙
Ｍ型

1
0
～

1
5

専用ビス

ヨコ用スターター

鉄骨下地

水切３４

鉄骨下地

防水紙
専用ビス

専用ビス

Ｎ見切縁１８

鉄骨下地

Ｎ端部カバー

防水紙

専用ビス

専用ビス

防水紙

廻り縁カバーの
施工手順は69～74
ページ参照

捨てシーリング

鉄骨造直張り

下　地 鉄骨胴縁

横胴縁
＠610㎜以下

留付方法 張り方向

ビス 縦

Ｎ見切コーナー

専用シーリング

50程度
Ｎ廻り縁カバー１８

Ｎ廻り縁カバー１８

Ｎ廻り縁カバー１８

出隅部 左右接合部 入隅部

上下接合部

土台部

　Ｍ型

タテ用スターターまたは

Ｎ端部カバー（※２）

1
0
～

1
5

専用ビス（JK1140）

水切３４

防水紙

Ｓ出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｍ型

防水紙

専用ビス
（JK1750）

捨てシーリング

防水紙
Ｍ型

Ｎ端部カバー
（※２）

専用ビス
（JK1140）

オーバー
ハング水切

1
0

通気見切縁２１

専用ビス（JK1140）

Ｍ型

1
0
～

1
5

防水紙Ｍ型

タテ用スターターまたは
Ｎ端部カバー

専用ビス（JK1140）

中間水切１８

軒天材

Ｎ見切縁１８

専用ビス（JK1750）

捨てシーリング

入隅５０

Ｍ型

防水紙

専用ビス
（JK1750）

開口部まわり

一般地域仕様

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

　※２　Ｎ端部カバーの代わりに芯材を１０㎜程度取り除いても施工できます。

　　 　　また、降雪量の多い地域の土台部は鋼板製の部材を用いず、

　　 　　本体の芯材を取り除くかアルミ端部カバーを使用してください。
　　　　 上下接合部にアルミ端部カバー（積雪地域）を使用すると防耐火構造認定
　　　　 の対象外となります。

Ｍ型

（※１）

※１　吹き上げなどによる雨水の浸入を防ぐため、止水処理が確実に行われていることを確認してください。
（注）柄の特性上、開口部周囲には必ず廻り縁カバーで施工します。

シーリング

専用シーリング（開口両端部）

水抜き穴加工

（φ6㎜×300㎜間隔）

シーリング

廻り縁カバー両端部

Ｎ廻り縁カバー１８

シーリング

防水紙
Ｍ型

片面防水テープ
止水材（現場調達品）

Ｓ廻り縁鋼板受け

サッシ

防水紙Ｍ型

シーリング

両面防水テープ

Ｓ廻り縁鋼板受け

Ｎ廻り縁カバー１８

専用シーリング・バッカー材

防水紙

Ｍ型

サッシ

Ｓ廻り縁鋼板受け

シーリングＮ廻り縁カバー１８

専用シーリング・バッカー材

捨てシーリング

Ｍ型
専用ビス
（JK1140）

防水紙

廻り縁カバーの
施工手順は69～74
ページ参照

両面防水テープ
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鉄骨造直張り

下　地 鉄骨胴縁

縦胴縁
＠610㎜以下

留付方法 張り方向

ビス 横

Ｎ見切コーナー

専用シーリング

50程度 Ｎ端部カバー

Ｎ見切縁１８

Ｎ見切縁１８

出隅部 左右接合部 入隅部

　ＦＮ型

センターサイディング

Ｎ端部カバー

防水紙

両面防水テープ

専用ビス（JK1140）

1
0
程

度

センターサイディング

Ｎ見切縁１８

サッシ

両面
防水テープ

専用ビス（JK1140）

専用ビス（JK1750）

防水紙

センターサイディング

Ｎ見切縁１８

防水紙

両面防水テープ

サッシ

専用ビス（JK1140）

シーリング

防水紙

センター

サイディング

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

専用ビス（JK1140）

捨てシーリング

防水紙

捨てシーリング

Ｓ目地カバー

Ｓ目地
鋼板受け１８センター

サイディング

専用ビス（JK1140）

3程度

防水紙

センターサイディング 入隅５０

Ｎ見切縁１８

専用ビス
（JK1140）

センター

サイディング

防水紙

オーバー
ハング水切

専用ビス(JK1140)

1
0

Ｎ端部カバー

防水紙

通気見切縁２１

センターサイディング

センターサイディング

防水紙

防水紙

ヨコ用スターター

センターサイディング

軒天材

上下接合部

土台部

開口部まわり
一般地域仕様

開口部上下側

軒天部

開口部左右側
1
0
～

1
5

水切３４

（※）

※　吹き上げなどによる雨水の浸入を防ぐため、止水処理が確実に行われていることを確認してください。

専用シーリング開口両端部

バッカー材

専用シーリング

バッカー材

シーリング

バッカー材

専用シーリング

シーリング

捨て

シーリング

シーリング

専用ビス（JK1140）

専用ビス（JK1140）

専用ビス（JK1750）

捨てシーリング

鉄骨造直張り

下　地 鉄骨胴縁

横胴縁
＠610㎜以下

留付方法 張り方向

ビス 縦

Ｎ見切コーナー

専用シーリング

50程度
Ｎ端部カバー

Ｎ見切縁１８

Ｎ見切縁１８

出隅部 左右接合部 入隅部

上下接合部

土台部

　ＦＮ型

タテ用スターターまたは

Ｎ端部カバー（※２）

1
0
～

1
5

専用ビス（JK1140）

水切３４

防水紙

防水紙

専用ビス（JK1140）

Ｎ端部カバー

サッシ

両面防水テープ

Ｓ出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８

センターサイディング

防水紙

専用ビス
（JK1750）

捨てシーリング

防水紙

Ｎ見切縁１８

センターサイディング

専用ビス(JK1140)

両面防水テープ

防水紙

センターサイディング

Ｎ見切縁１８

サッシ

両面防水テープ

防水紙センター

サイディング

Ｎ端部カバー
（※２）

専用ビス
（JK1140）

オーバー
ハング水切

1
0

通気見切縁２１

専用ビス（JK1140）

センターサイディング

1
0
～

1
5

防水紙センターサイディング

タテ用スターターまたは

Ｎ端部カバー

専用ビス（JK1140）

中間水切１８

防水紙

センターサイディング

専用ビス（JK1140）

1
0
程

度

軒天材

Ｎ見切縁１８

専用ビス（JK1750）

捨てシーリング

入隅５０

センターサイディング

防水紙

専用ビス
（JK1750）

専用ビス（JK1750）

開口部まわり

一般地域仕様

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

　※２　Ｎ端部カバーの代わりに芯材を１０㎜程度取り除いても施工できます。

　　 　　また、降雪量の多い地域の土台部は鋼板製の部材を用いず、

　　 　　本体の芯材を取り除くかアルミＮ端部カバーを使用してください。

　　　　 上下接合部にアルミ端部カバー（積雪地域）を使用すると防耐火構造認定
　　　　 の対象外となります。　

センターサイディング

（※１）

※１　吹き上げなどによる雨水の浸入を防ぐため、止水処理が確実に行われていることを確認してください。

専用シーリング開口両端部

バッカー材

専用シーリング

バッカー材

シーリング

バッカー材

専用シーリング シーリング

シーリング

シーリング

センターサイディング
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鉄骨造直張り

下　地 鉄骨胴縁

縦胴縁
＠610㎜以下

留付方法 張り方向

ビス 横

Ｎ見切コーナー

専用シーリング

50程度 Ｎ端部カバー

Ｎ見切縁１８

Ｎ見切縁１８

出隅部 左右接合部 入隅部

　ＦＮ型

センターサイディング

Ｎ端部カバー

防水紙

両面防水テープ

専用ビス（JK1140）

1
0
程

度

センターサイディング

Ｎ見切縁１８

サッシ

両面
防水テープ

専用ビス（JK1140）

専用ビス（JK1750）

防水紙

センターサイディング

Ｎ見切縁１８

防水紙

両面防水テープ

サッシ

専用ビス（JK1140）

シーリング

防水紙

センター

サイディング

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

専用ビス（JK1140）

捨てシーリング

防水紙

捨てシーリング

Ｓ目地カバー

Ｓ目地
鋼板受け１８センター

サイディング

専用ビス（JK1140）

3程度

防水紙

センターサイディング 入隅５０

Ｎ見切縁１８

専用ビス
（JK1140）

センター

サイディング

防水紙

オーバー
ハング水切

専用ビス(JK1140)

1
0

Ｎ端部カバー

防水紙

通気見切縁２１

センターサイディング

センターサイディング

防水紙

防水紙

ヨコ用スターター

センターサイディング

軒天材

上下接合部

土台部

開口部まわり
一般地域仕様

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

1
0
～

1
5

水切３４

（※）

※　吹き上げなどによる雨水の浸入を防ぐため、止水処理が確実に行われていることを確認してください。

専用シーリング開口両端部

バッカー材

専用シーリング

バッカー材

シーリング

バッカー材

専用シーリング

シーリング

捨て

シーリング

シーリング

専用ビス（JK1140）

専用ビス（JK1140）

専用ビス（JK1750）

捨てシーリング

鉄骨造直張り

下　地 鉄骨胴縁

横胴縁
＠610㎜以下

留付方法 張り方向

ビス 縦

Ｎ見切コーナー

専用シーリング

50程度
Ｎ端部カバー

Ｎ見切縁１８

Ｎ見切縁１８

出隅部 左右接合部 入隅部

上下接合部

土台部

　ＦＮ型

タテ用スターターまたは

Ｎ端部カバー（※２）

1
0
～

1
5

専用ビス（JK1140）

水切３４

防水紙

防水紙

専用ビス（JK1140）

Ｎ端部カバー

サッシ

両面防水テープ

Ｓ出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８

センターサイディング

防水紙

専用ビス
（JK1750）

捨てシーリング

防水紙

Ｎ見切縁１８

センターサイディング

専用ビス(JK1140)

両面防水テープ

防水紙

センターサイディング

Ｎ見切縁１８

サッシ

両面防水テープ

防水紙センター

サイディング

Ｎ端部カバー
（※２）

専用ビス
（JK1140）

オーバー
ハング水切

1
0

通気見切縁２１

専用ビス（JK1140）

センターサイディング

1
0
～

1
5

防水紙センターサイディング

タテ用スターターまたは

Ｎ端部カバー

専用ビス（JK1140）

中間水切１８

防水紙

センターサイディング

専用ビス（JK1140）

1
0
程

度

軒天材

Ｎ見切縁１８

専用ビス（JK1750）

捨てシーリング

入隅５０

センターサイディング

防水紙

専用ビス
（JK1750）

専用ビス（JK1750）

開口部まわり

一般地域仕様

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

　※２　Ｎ端部カバーの代わりに芯材を１０㎜程度取り除いても施工できます。

　　 　　また、降雪量の多い地域の土台部は鋼板製の部材を用いず、

　　 　　本体の芯材を取り除くかアルミＮ端部カバーを使用してください。

　　　　 上下接合部にアルミ端部カバー（積雪地域）を使用すると防耐火構造認定
　　　　 の対象外となります。　

センターサイディング

（※１）

※１　吹き上げなどによる雨水の浸入を防ぐため、止水処理が確実に行われていることを確認してください。

専用シーリング開口両端部

バッカー材

専用シーリング

バッカー材

シーリング

バッカー材

専用シーリング シーリング

シーリング

シーリング

センターサイディング




